
八
木
光
則
提
出
学
位
申
請
論
文

『
古
代
蝦
夷
社
会
成
立
史
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
序
論
・
古
代
蝦
夷
研
究
の
成
果
と
視
点
、
第
一
部
・
蝦
夷
社
会
成
立
へ
の
胎
動
、

第
二
部
・
蝦
夷
社
会
の
集
落
と
墓
制
、
第
三
部
・
末
期
古
墳
副
葬
品
か
ら
み
た
蝦
夷
社
会
の
交

流
、第
四
部
・
北
海
道
に
お
け
る
擦
文
文
化
の
成
立
、結
論
・
蝦
夷
社
会
の
成
立
、か
ら
な
る
。

序
論
で
は
、
蝦
夷
社
会
成
立
に
関
す
る
諸
説
を
概
観
し
、
蝦
夷
社
会
成
立
過
程
の
解
明
に
は

集
落
や
末
期
古
墳
の
あ
り
か
た
、
さ
ら
に
は
続
縄
文
文
化
の
詳
細
な
考
古
学
的
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
か
つ
支
配
を
企
図
す
る
国
家
と
こ
れ
に
対
応
し
た
蝦
夷
双
方
か
ら
の
視
点
が
不
可
欠
と

説
く
。

─ １ ─



第
一
部
は
、
第
一
章
蝦
夷
社
会
成
立
ま
で
の
東
北
北
部
社
会
、
第
二
章
古
墳
文
化
の
進
出
と

前
方
後
円
墳
体
制
か
ら
の
乖
離
、
第
三
章
ま
と
め
―
蝦
夷
社
会
成
立
へ
の
対
流
、
の
三
章
か
ら

な
る
。
第
一
章
で
は
、
本
州
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
あ
た
る
時
期
の
東
北
と
北
海
道
を

概
観
し
、
こ
の
時
期
の
東
北
と
北
海
道
が
竪
穴
住
居
が
無
く
、
墳
墓
に
も
階
級
性
が
無
い
、
本

州
と
は
異
質
な
非
農
耕
社
会
を
形
成
し
て
い
た
と
し
、
こ
れ
を
「
プ
ロ
ト
蝦
夷
文
化
」
と
名
付

け
る
。
第
二
章
で
は
、
古
墳
文
化
が
波
及
し
た
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
初
頭
の
東
北
北
部
が

北
海
道
の
文
化
と
も
密
接
に
繋
が
っ
て
い
た
と
す
る
。
他
方
、
東
北
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
や

大
規
模
古
墳
群
の
分
布
と
後
の
陸
奥
国
国
造
の
分
布
か
ら
、
評
が
設
置
さ
れ
た
大
化
五
（
六
四

九
）
年
以
前
に
は
こ
れ
ら
の
地
が
大
和
王
権
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
す
る
。
第
三

章
で
は
、
続
縄
文
文
化
後
半
期
に
不
安
定
な
気
候
に
よ
る
人
の
流
動
が
起
こ
っ
た
結
果
、
縄
文

時
代
以
来
の
石
器
に
依
存
す
る
遊
動
的
採
集
経
済
社
会
（
北
海
道
）、
少
量
の
石
器
と
多
量
の

鉄
器
に
依
拠
す
る
遊
動
的
非
農
耕
社
会
（
東
北
北
部
）、
鉄
器
と
竪
穴
住
居
に
よ
る
定
住
農
耕

社
会
（
東
北
中
南
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
形
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
東
北
北
部
か
ら
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道
央
ま
で
を
後
に
蝦
夷
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
居
住
域
で
あ
っ
た
と
し
、
こ
の
範
囲
が
「
プ
ロ
ト

蝦
夷
文
化
」
圏
で
あ
っ
た
と
す
る
。
他
方
、
王
権
に
よ
る
蝦
夷
概
念
が
成
立
し
た
の
が
、
前
方

後
円
墳
の
築
造
が
停
止
し
て
大
和
の
王
権
か
ら
乖
離
し
た
結
果
、
国
造
制
の
施
行
外
と
な
っ
た

六
世
紀
と
し
、
関
東
系
土
師
器
が
出
現
し
始
め
る
六
世
紀
末
〜
七
世
紀
前
半
に
王
権
か
ら
の
領

域
化
が
図
ら
れ
、
王
権
か
ら
の
干
渉
と
強
制
、
侵
略
、
こ
れ
に
対
す
る
抵
抗
と
服
従
が
『
日
本

書
紀
』
の
「
反
逆
」「
服
従
」
記
事
に
反
映
さ
れ
た
と
す
る
。

第
二
部
は
、
第
一
章
古
代
蝦
夷
集
落
、
第
二
章
末
期
古
墳
、
第
三
章
ま
と
め
―
蝦
夷
社
会
の

集
落
と
墓
制
、
の
三
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
で
は
、
北
上
川
上
中
流
域
・
馬
淵
川
流
域
・
三
陸

沿
岸
の
集
落
を
取
り
上
げ
、
東
北
北
部
に
古
代
集
落
が
成
立
し
た
の
が
六
世
紀
末
〜
七
世
紀
前

葉
で
あ
っ
た
と
す
る
。
第
二
章
で
は
、
東
北
北
部
と
北
海
道
に
み
ら
れ
る
古
墳
時
代
終
末
期
か

ら
平
安
時
代
ま
で
の
群
集
墳
を
「
末
期
古
墳
」
と
規
定
し
、
馬
具
・
衝
角
付
冑
・
大
刀
・
耳
輪

・
釧
・
須
恵
器
を
副
葬
す
る
七
世
紀
型
、
蕨
手
刀
・
�
帯
・
和
同
開
珎
・
須
恵
器
・
土
師
器
を

副
葬
す
る
八
世
紀
型
、
土
師
器
・
須
恵
器
を
副
葬
す
る
九
世
紀
型
へ
と
変
化
し
た
と
す
る
。
こ
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れ
ら
の
末
期
古
墳
が
北
上
盆
地
中
央
部
と
都
母
に
出
現
し
、
次
第
に
北
上
し
て
三
陸
・
八
戸
・

石
狩
低
地
帯
へ
と
拡
大
す
る
中
で
、
円
形
周
湟
墓
に
移
行
し
た
と
す
る
。
第
三
章
で
は
、
六
世

紀
末
〜
七
世
紀
前
葉
の
東
北
北
部
に
古
代
集
落
が
出
現
し
た
こ
と
を
、
古
墳
寒
冷
期
の
遊
動
生

活
か
ら
脱
却
し
て
定
住
化
が
進
ん
だ
結
果
と
見
な
し
、
こ
の
定
住
化
を
受
け
て
国
家
に
よ
る
蝦

夷
国
境
の
策
定
と
国
造
制
の
施
行
が
推
進
さ
れ
た
結
果
、
国
造
制
か
ら
外
れ
た
民
が
蝦
夷
と
呼

ば
れ
、
国
境
外
へ
の
移
民
と
支
配
領
域
の
拡
大
、
誇
大
な
蝦
夷
服
属
儀
礼
が
複
合
的
に
実
施
さ

れ
て
い
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
蝦
夷
社
会
と
は
い
っ
て
も
、
北
上
川
下
流
域
・
北
上
盆

地
・
閉
伊
地
方
と
青
森
・
石
狩
低
地
帯
と
で
は
古
墳
に
地
域
差
が
見
ら
れ
、
こ
の
地
域
性
が
王

権
に
よ
る
身
分
表
象
や
人
名
表
記
、
城
柵
官
衙
の
設
置
な
ど
の
律
令
制
の
浸
透
度
、
さ
ら
に
は

在
地
勢
力
の
台
頭
と
相
俟
っ
て
、
一
一
世
紀
ま
で
続
い
た
と
す
る
。

第
三
部
は
、
第
一
章
馬
具
と
武
具
・
武
器
、
第
二
章
和
同
開
珎
と
�
帯
、
第
三
章
ま
と
め
―

末
期
古
墳
の
副
葬
品
、
の
三
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
で
は
、
末
期
古
墳
か
ら
出
土
す
る
武
器
・

武
具
・
馬
具
・
帯
金
具
・
環
状
金
属
製
品
の
出
土
情
況
、
型
式
変
化
、
年
代
を
述
べ
た
う
え
で
、
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方
頭
大
刀
の
形
状
と
規
格
に
地
域
差
が
見
ら
れ
な
い
一
方
、
蕨
手
刀
に
顕
著
な
地
域
差
が
見
ら

れ
る
原
因
を
、
方
頭
大
刀
が
国
家
公
認
の
武
器
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
蕨
手
刀
が
各
地
で
製
作

さ
れ
た
国
家
の
関
知
し
な
い
武
器
で
あ
っ
た
か
ら
と
す
る
。
第
二
章
で
は
、
蝦
夷
社
会
と
国
家

と
の
関
係
を
象
徴
す
る
遺
物
と
し
て
和
同
開
珎
と
�
帯
を
取
り
上
げ
、
和
同
開
珎
に
関
し
て
、

奥
羽
で
は
末
期
古
墳
出
土
品
が
最
も
多
く
、
逆
に
国
家
の
出
先
で
あ
る
城
柵
官
衙
遺
跡
か
ら
の

出
土
が
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
奥
羽
で
も
北
奥
羽
に
多
く
南
奥
羽
に
少
な
い
こ
と
、
皇

朝
十
二
銭
の
中
で
も
和
同
開
珎
が
主
体
を
な
し
、
萬
年
通
寶
以
後
の
貨
幣
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
末
期
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
和
同
開
珎
や
�
帯
が
朝
貢
の
見
返
り
と
し
て

の
外
位
叙
位
・
公
姓
賜
姓
に
伴
う
禄
物
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
物
で
あ
り
、
蝦
夷
が
朝
貢
や
朝

賀
参
列
を
許
さ
れ
た
の
は
、
彼
ら
が
渤
海
蕃
客
と
と
も
に
、
編
戸
民
（
公
民
）
で
な
く
、
化
外

の
民
で
あ
っ
た
か
ら
と
す
る
。
た
だ
し
、
蝦
夷
地
か
ら
出
土
す
る
�
帯
や
石
帯
が
衣
服
令
に
規

定
さ
れ
た
官
位
制
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
畿
内
を
遠
く
離
れ
た
地
域
で
は
そ
の

使
用
が
か
な
り
ゆ
る
や
か
に
運
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
第
三
章
で
は
、
末
期
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古
墳
の
副
葬
品
の
う
ち
、
七
世
紀
以
後
の
武
器
・
武
具
・
馬
具
が
国
家
系
武
装
、
東
国
系
武
装
、

蝦
夷
系
武
装
、
大
陸
系
武
装
に
区
分
で
き
る
と
す
る
津
野
仁
氏
の
説
を
受
け
て
、
蝦
夷
地
か
ら

出
土
す
る
国
家
系
・
東
国
系
の
武
器
・
武
具
・
馬
具
が
実
態
と
し
て
は
東
国
か
ら
の
移
入
品
で

あ
り
、
蝦
夷
系
と
さ
れ
る
も
の
も
東
国
で
作
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。
七
世
紀
型
の
副
葬
品
を
特

徴
付
け
る
馬
具
に
関
し
て
は
、『
扶
桑
略
記
』『
類
聚
三
代
格
』
等
に
現
わ
れ
る
馬
匹
交
易
に
よ

っ
て
蝦
夷
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
四
部
は
、
第
一
章
石
狩
低
地
帯
に
お
け
る
擦
文
文
化
の
成
立
、
第
二
章
渡
島
半
島
に
お
け

る
土
師
器
の
導
入
、
第
三
章
ま
と
め
―
北
海
道
に
お
け
る
擦
文
文
化
の
成
立
、
の
三
章
か
ら
な

る
。
第
一
章
で
は
、
『
延
暦
二
十
四
年
改
定
輿
地
図
』
そ
の
他
の
地
図
に
記
さ
れ
た
「
止
之
島
」

が
「
渡
嶋
」
で
あ
り
、
北
海
道
を
指
す
と
し
、
斉
明
紀
に
記
さ
れ
た
熟
蝦
夷
の
領
域
を
新
潟
平

野
北
部
・
山
形
県
置
賜
盆
地
・
仙
台
平
野
近
辺
、
麁
蝦
夷
の
領
域
を
山
形
県
北
部
・
秋
田
県
〜

宮
城
県
北
部
・
岩
手
県
全
域
・
青
森
県
東
部
に
充
て
、
麁
蝦
夷
と
都
加
留
が
渡
嶋
と
の
交
流
に

関
わ
っ
て
い
た
と
す
る
。
第
二
章
で
は
、
渡
島
半
島
の
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
で
竪
穴
住
居
の
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出
現
時
期
と
土
器
系
統
に
差
が
見
ら
れ
る
原
因
と
し
て
、
古
く
か
ら
続
く
太
平
洋
側
と
東
北
と

の
交
易
・
交
流
に
加
え
て
、
八
世
紀
後
半
以
後
秋
田
県
な
ど
か
ら
の
日
本
海
ル
ー
ト
が
始
ま
っ

た
た
め
と
す
る
。
第
三
章
で
は
、
石
狩
低
地
北
部
・
石
狩
低
地
南
部
・
渡
島
半
島
で
の
竪
穴
住

居
の
出
現
と
土
師
器
の
流
入
を
、
北
海
道
の
蝦
夷
が
国
家
と
の
関
わ
り
を
強
め
て
い
っ
た
証
拠

と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
現
象
を
本
州
か
ら
の
移
民
と
す
る
説
に
対
し
て
は
、
土
器
の
製
作
技

法
・
文
様
構
成
、「
北
海
道
式
古
墳
」
の
構
造
な
ど
に
東
北
と
は
異
な
る
要
素
が
多
い
こ
と
を

挙
げ
て
否
定
し
、
北
海
道
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
変
化
が
あ
く
ま
で
も
文
化
の
流
入
に
伴
う
在
地

で
の
変
化
で
あ
っ
た
と
す
る
。

結
論
は
本
論
文
全
体
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
章
蝦
夷
社
会
の
成
立
過
程
、
第
二
章

蝦
夷
社
会
の
地
域
性
、
第
三
章
蝦
夷
社
会
の
特
質
、
の
三
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
で
は
、
定
住

と
農
耕
を
基
盤
と
し
て
古
墳
文
化
が
発
達
し
た
本
州
と
は
異
な
り
、
遊
動
生
活
を
基
盤
と
し
た

プ
ロ
ト
蝦
夷
社
会
を
母
胎
と
し
、
こ
れ
に
古
墳
文
化
が
加
わ
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
蝦
夷
社
会
で

あ
り
、
そ
の
範
囲
を
仙
台
平
野
か
ら
北
海
道
西
南
部
、
そ
の
年
代
を
文
献
記
録
上
は
六
世
紀
後
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半
以
後
、
考
古
学
的
に
は
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
蝦
夷
地

の
中
で
最
初
に
古
墳
文
化
の
影
響
を
受
け
た
の
が
仙
台
平
野
と
大
崎
平
野
を
中
心
と
す
る
地
域

で
あ
り
、
六
世
紀
末
〜
八
世
紀
前
半
に
仙
台
平
野
と
大
崎
平
野
に
関
東
系
土
師
器
が
流
入
し
た

こ
と
、
七
世
紀
後
半
の
東
北
に
囲
郭
集
落
が
出
現
す
る
現
象
を
も
っ
て
関
東
か
ら
の
移
民
と
す

る
説
に
対
し
て
は
、
住
居
構
造
と
土
師
器
に
在
地
性
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
否

定
す
る
。
第
二
章
で
は
、
文
献
記
録
に
見
ら
れ
る
蝦
夷
の
地
域
性
と
考
古
学
的
事
象
と
を
総
合

し
た
結
果
と
し
て
、
東
北
か
ら
北
海
道
ま
で
の
蝦
夷
社
会
を
、
Ａ
地
域
（
阿
武
隈
川
流
域
以
南
）、

Ｂ
地
域
（
仙
台
〜
大
崎
平
野
）、
Ｃ
地
域
（
遠
田
・
栗
原
・
桃
生
地
域
）、
Ｄ
地
域
（
北
上
盆
地
）、

Ｅ
地
域
（
馬
淵
川
流
域
・
三
陸
海
岸
）、
Ｆ
地
域
（
北
海
道
西
南
部
）
に
七
区
分
し
、
そ
の
差

異
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
論
じ
る
。
第
三
章
で
は
、
集
落
構
造
と
末
期
古
墳
の
あ
り
方
を

総
括
し
て
、
東
北
北
部
〜
石
狩
低
地
の
蝦
夷
社
会
が
首
長
制
段
階
以
前
の
階
層
化
さ
れ
た
部
族

制
段
階
で
あ
り
、
社
会
的
分
業
の
発
達
と
城
柵
支
配
か
ら
の
脱
却
に
よ
っ
て
一
〇
世
紀
以
後
新

た
な
段
階
へ
移
行
し
た
と
す
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
『
古
代
蝦
夷
社
会
成
立
史
研
究
』
と
い
う
表
題
の
通
り
、
古
代
蝦
夷
社
会
の
成
立

過
程
に
つ
い
て
、主
に
六
世
紀
か
ら
七
・
八
世
紀
に
か
け
て
の
東
北
な
ら
び
に
北
海
道
の
歴
史
、

文
化
の
様
相
を
考
古
学
と
文
献
史
学
の
成
果
に
基
づ
い
て
時
期
ご
と
に
追
求
し
、
か
つ
地
域
空

間
の
接
触
や
広
が
り
を
も
射
程
に
収
め
つ
つ
体
系
的
、
総
合
的
に
論
じ
て
全
体
像
を
描
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

蝦
夷
と
い
え
ば
、
一
般
に
東
北
北
部
の
古
代
の
住
民
が
意
識
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
東
北
北

部
の
古
代
の
考
古
学
研
究
を
牽
引
す
る
提
出
者
は
、本
論
文
に
お
い
て
東
北
北
部
だ
け
で
な
く
、

そ
の
周
辺
地
域
の
東
北
中
南
部
、
特
に
北
海
道
を
も
包
摂
し
た
日
本
列
島
北
方
（
北
辺
）
の
地

域
社
会
を
も
対
象
に
取
り
上
げ
、
歴
史
、
文
化
の
共
通
性
と
差
異
性
を
備
え
る
社
会
の
ト
ー
タ

ル
な
歴
史
的
成
立
の
解
明
を
意
図
す
る
。
近
年
、
考
古
学
な
い
し
考
古
学
と
文
献
史
学
と
の
共

同
作
業
に
よ
り
研
究
が
精
緻
化
す
る
各
地
の
蝦
夷
の
実
態
を
斉
し
く
扱
い
、
統
一
的
に
捉
え
よ
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う
と
す
る
提
出
者
の
研
究
姿
勢
、
問
題
意
識
が
窺
わ
れ
、
こ
れ
が
本
論
文
の
特
色
と
な
っ
て
い

る
。そ

の
研
究
の
課
題
と
視
角
は
、（
１
）
地
域
性
、（
２
）
自
立
的
発
展
、（
３
）
社
会
構
造
の

解
明
、
特
に
東
北
、
北
海
道
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
内
的
、
外
的
イ
ン
パ
ク
ト
、
自
立
的
発
展
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
交
流
、
交
通
、
移
動
の
語
に
置
き
換
え

る
こ
と
も
で
き
、
諸
地
域
、
諸
集
団
間
の
物
的
、
人
的
交
流
の
様
々
な
実
態
の
解
明
を
通
し
て
、

多
様
な
地
域
的
展
開
が
追
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
蝦
夷
社
会
の
南
に
中
心
の
あ

る
日
本
国
（
古
代
国
家
）
の
王
権
・
国
家
の
支
配
策
、
な
か
ん
ず
く
東
北
の
城
柵
（
国
府
）
と

の
関
係
を
重
視
す
る
視
点
を
強
調
し
、
併
せ
て
日
本
（
倭
）
側
の
文
化
（
弥
生
文
化
、
古
墳
文

化
、
土
師
器
、
須
恵
器
）
と
の
接
触
、
移
入
（
受
容
）
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
こ

の
考
察
の
結
果
、
東
北
は
地
域
と
し
て
五
区
分
さ
れ
、
北
海
道
南
、
道
央
は
三
区
分
さ
れ
る
と

し
て
、
地
域
ご
と
の
歴
史
的
特
性
を
析
出
す
る
。
東
北
の
五
区
分
は
す
で
に
文
献
史
学
の
立
場

か
ら
言
及
さ
れ
て
い
る
説
を
考
古
学
的
事
実
に
よ
っ
て
裏
付
け
た
と
い
え
よ
う
が
、
東
北
と
北
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海
道
を
包
括
し
、
蝦
夷
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
地
域
に
関
し
て
、
中
央
の
国
家
体
制
や
文
化
と
の

関
係
、
各
地
の
自
然
条
件
、
生
産
の
違
い
、
地
域
間
の
交
流
な
ど
を
、
集
落
、
古
墳
、
土
器
、

馬
具
、
武
具
、
装
身
具
、
和
同
開
珎
な
ど
の
出
土
遺
物
の
系
統
な
ど
の
議
論
を
再
検
討
し
な
が

ら
、
プ
ロ
ト
蝦
夷
社
会
、
続
縄
文
文
化
、
さ
ら
に
七
・
八
世
紀
の
蝦
夷
社
会
、
擦
文
文
化
の
成

立
と
特
色
を
考
え
、
地
域
社
会
の
全
体
構
造
に
亘
っ
て
明
快
に
論
述
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
考
古
学
ば
か
り
で
な
く
、
文
献
史
学
の
研
究
成
果
を
可
能
な
限
り

取
り
入
れ
て
、
蝦
夷
社
会
の
形
成
過
程
を
総
体
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
労
作
で
あ
り
、
東
北

史
、
北
海
道
史
、
北
方
史
に
関
連
す
る
学
界
で
看
過
し
え
な
い
業
績
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。し

か
し
、
本
論
文
の
全
体
を
貫
く
論
調
、
あ
る
い
は
個
々
の
事
実
認
識
に
対
し
て
は
、
疑
問

や
異
論
も
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
提
出
者
は
東
北
北
部
の
蝦
夷
社
会
の
成
立
を
住
民

の
定
住
化
と
と
も
に
、
城
柵
の
造
営
が
集
落
形
成
、
階
層
化
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
重
大
視
し
、

日
本
国
と
の
三
十
八
年
戦
争
期
の
盟
主
的
村
落
を
中
心
と
す
る
社
会
統
合
、
終
結
後
の
城
柵
支
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配
体
制
下
で
の
再
編
と
い
う
根
幹
と
な
る
事
実
を
説
く
。
あ
る
い
は
三
十
八
年
戦
争
の
外
圧
下

で
の
階
層
社
会
の
形
成
が
有
力
者
の
広
域
祭
祀
権
、
集
落
間
の
利
害
調
整
、
日
本
国
と
の
対
外

交
渉
権
、
合
議
調
整
役
を
も
た
ら
し
た
が
、
発
展
段
階
は
部
族
制
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
ら

の
見
解
に
つ
い
て
は
、さ
ら
に
九
世
紀
以
降
の
展
開
を
見
通
し
た
議
論
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

蝦
夷
社
会
と
し
て
文
献
に
見
え
る
渡
嶋
蝦
夷
の
考
古
学
的
解
明
が
な
さ
れ
る
が
、
彼
ら
を
管
轄

す
る
出
羽
国
や
、
交
流
、
交
易
の
あ
る
出
羽
、
秋
田
、
津
軽
な
ど
の
蝦
夷
に
つ
い
て
の
記
述
も

や
や
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
国
側
か
ら
の
記
録
は
あ
る
も
の
の
、
蝦
夷
側
の
記
録
は
な

く
、
本
論
文
が
対
象
と
す
る
地
域
が
先
史
時
代
的
な
様
相
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
飛
鳥
時
代
以
後
を
対
象
と
す
る
歴
史
考
古
学
の
手
法
と
同
時
に
、
縄
文
時
代
の
研
究
を

通
じ
て
深
め
ら
れ
て
き
た
先
史
考
古
学
の
手
法
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
有
す
る
と
は
い
え
、
本
論
文
は
日
本
列
島
の
古
代
・
中
世
の
国

家
史
、
地
域
史
が
抱
え
る
課
題
の
究
明
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
提
出
者

八
木
光
則
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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平
成
二
十
二
（
二
○
一
○
）
年
七
月
十
四
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

吉

田

恵

二

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

鈴

木

靖

民

◯印

副
査

國
學
院
大
學
准
教
授

谷

口

康

浩

◯印

副
査

東
北
学
院
大
学
教
授

熊

谷

公

男

◯印
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